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   第１章 アジア太平洋における「中国脅威論」の類型 
   第 2 章 ASEAN の会議外交方式 
   第 3 章 「中国脅威論」と ASEAN 諸国：伝統的安全保障問題（１） 歴史的問題
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   第 5 章 「中国脅威論」と ASEAN 諸国：経済問題と ASEAN 中国首脳会議 
   第 6 章 「中国脅威論」と ASEAN 諸国：非伝統的安全保障問題と ASEAN 中国首脳
会議 
   第 7 章 結論 













第 2 章「ASEAN の会議外交方式」では、まず、ASEAN が冷戦期から域内諸国間および
域外大国との間で ASEAN Way（ASEAN 方式）による会議外交を行い、様々の国際問題の
処理を行なってきたことを指摘した。そして、冷戦後の 1991 年以降、中国に対しても、
PMC や ASEAN 地域フォーラム（ARF）、ASEAN 中国首脳会議などの会議外交の場を利用し
て、「中国脅威論」の諸問題を直接・間接に提起し、その緩和のための要求を「弱者の
論理」として集団で提起して交渉している。 





















































また ASEAN 諸国が、ASEAN Way と呼んでいる会議外交の慣行を、会議外交の 6つの特
徴として整理し、それをルールのセットとして「ASEAN レジーム」に読み替えて明示し、
ASEAN の会議外交の特徴を定義した点も、先行研究にはないオリジナルな成果である。
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